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１ 会議名   令和４年 第 11 回教育委員会会議 会議録 

２ 開催日時    令和４年 10 月 25 日（火）午後２時 30 分～午後３時 00 分 

３ 開催場所  ２階 特別会議室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴   

委 員 廣田 登志子、村尾 利勝、竹田 千恵、渡邉 博明 

５ 欠席委員  なし 

６ 会議出席者 

教育次長   ： 丸川 浩 

教育政策課長 ： 仁田 誠彦   

教育政策課 英語教育推進室長  ： 村中 俊一郎 

学校教育課長 ： 林 隆之  学校教育課主幹 ： 田村 幸恵   

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 倉本 敦 

文化財保護課長 岩国徴古館長兼務 ： 若林 久夫 

生涯学習課長 中央公民館長兼務  ： 岸井 清市 

中央図書館長 ： 山本 圭子  科学センター館長 ： 弘中 勝 

由宇支所長  ： 藤中 公子  周東支所長  ： 加藤 勝巳 

錦支所長   ： 下村 豊   美和支所長  ： 亀弘 典久 

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 大黒屋 誠、村上 葵 

８ 会議録署名委員  廣田 登志子、渡邉 博明 

９ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 報告第 14 号  所管事項について 

会議の大要 
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・ただいまから令和４年第 11 回岩国市教育委員会会議を開会します。 

はじめに、日程第１会議録署名委員の指名を行います。 

本日の会議録署名委員は、廣田委員と渡邉委員にお願いします。 

・本日の議題は、日程第２「報告第 14 号 所管事項について」、以上でご

ざいます。それでは、日程第２「報告第 14 号 所管事項について」を

議題といたします。これにつきましては、協議会形式で進めたいと思い

ます。各担当部署から先に配布しております行事予定表について、補足

又は所管事項に関する懸案等がありましたら説明をお願いします。 

・11 月 26 日に「秋の庭木の剪定教室」とありますが、これは 10 月の間違

いですので、訂正をお願いいたします。 

・10 月 23 日に岩国の重要無形文化財であります「行波の神舞」が、「高円

宮殿下記念地域伝統芸能賞」を受賞しました。いずれ市報にも載るかと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

・11 月３日は祝日ではありますが、中央図書館のみ開館いたします。 

・お手元に配布した資料について説明します。現在、中心市街地整備課と

ともに岩国駅前南地区において、岩国駅前南地区市街地再開発準備組合
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が整備を進めている再開発ビル内に「図書館機能を核としたにぎわい創

出施設」の整備を計画しているところです。令和３年度に基本構想を策

定し、今年度、実施計画策定業務についてプロポーザルの結果、「岩国

まちなか未来創造共同企業体」に決まり、現在進めているところです。

この施設整備に当たり、市民のニーズを正確に反映させるとともに、参

加意識の醸成等を図るため、市民を対象としたワークショップを３回開

催することとし、参加募集のチラシを関係各課や商工会議所、保育園・

幼稚園などに 10 月 13 日付けで配布したところです。締切りは 11 月２

日となっていますが、中高生の応募が全くない状況と聞いております。

図書館では、10 月 13 日付けで校務支援システムの掲示板に募集依頼を

掲載し、本日２度目の掲載を行いました。１回 30 名程度で３回、年代

別にグループ分けをして３回とも同じメンバーを予定しています。ぜ

ひ、中学生や周辺のお知り合いでも構いませんので、推薦の働き掛けを

よろしくお願いします。 

・９月の行事報告に記載した「岩国市・和木町科学振興展覧会」について

御説明いたします。９月 28 日から 10 月９日まで開催いたしました展覧

会ですが、期間中に来場された方の総数は 1,230 人と、大変多くの方に

御来場いただきました。また、優秀作品の中から、小学校から 13 点、

中学校から７点の計 20 点が、県立博物館を会場として 10 月 28 日から

11 月 13 日の日程で開催されます、「山口県科学作品展」で展示されるこ

とが決まっております。 

・この 10 月 30 日に麻里布小学校講堂で開催予定の「青少年のための科学

の祭典」について説明いたします。お配りしております解説集の１ペー

ジ目にございますように、今年度は午前と午後の二部制で開催を予定し

ております。事前申込み制とし、午前の部に約 50 人、午後の部に約 50

人の計約 100 人の児童と、保護者の方を含めたおよそ 200 人にそれぞれ

２ブースを訪問していただいて、科学工作などを体験していただくイベ

ントとなっております。 

・全体を通して、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・こども会について生涯学習課へお尋ねします。こども会は、子供たちの

健全育成や体験学習のよりどころとなりますが、そのこども会の関係が

薄れているのではないかと思っています。キャンプや体験学習、球技大

会など地域の子供たちが集まって切磋琢磨する場であったり、餅つき大

会や焼き肉大会といった行事など、子供たちが一年を通していろいろ学

ぶ場を提供してくれるというのがこども会だと思います。最近、縦割り

社会の中で生きていくということがだんだんと子供たちの社会の中で

薄れてきて、その縦割り社会の在り方を学ぶ良いチャンスであると思い

ます。二週間ほど前に、県のこども会の事務局に勤めている方と話しま

したが、多いときは 20 万人ほどの会員がいたそうです。今は県下で６
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万人くらいしか会員がいないとのことで、市でも同じような状況がうか

がえるのではないかと思います。私の子供の時のこども会は、まだまだ

元気があって、先ほど話したような形で行事や球技大会やプールの縦割

りの世話をするとか、夏休みを含めて子供たちが地域の子供と一緒に遊

ぶ場をいろいろ提供してくれていました。今は、小学校に入学してもこ

ども会の案内がなかったり、あるのかないのか分からないという状況で

す。メリットはあるので、完全に消滅するというのではなく、子供が少

なくなっても隣の地区と合併してでもそういったものを残す。体育祭で

も地区別リレーというのがありましたが、今は全くない。そういった現

状の中で、今こども会がどのようになっていくのかというのが、非常に

危惧されます。岩国市の現状はどうなんですか。 

・委員のおっしゃるとおりの現状は、私たちも感じております。今、社会

教育団体やこども会、婦人会、またＰＴＡの方もかなり活動が縮小して

いるのではないかと思います。昔はそれぞれの地域単位で集まって、こ

ども会に入っている保護者が子供を連れて海に行こうとか、バスで旅行

に行こうとか、中には土日に子供の面倒を見れない家庭もあったと思う

のですが、そういった家庭のお子さんの面倒も見られて、地域で一緒に

行動しようとしていました。今ではだんだん薄れてきて、地域で動くと

いうよりは同じような趣味、考え方を持つ人達で動かれています。ソフ

トボールを例に出されましたが、昔は会員全員がソフトボールをしてい

ましたが、今は水泳などのスポーツクラブで自分の好きなスポーツをし

たりします。地域のつながりというよりは考えが変わってきています。

時代が変わっていますので、社会教育団体とともに行事をどのように続

けようかいろいろ私たちも一緒に考えている状況です。そのような状況

ですので、昔のようにはいきません。その中で新しい活動を、例えば、

今でしたら地域でこども食堂のような活動があり、有効ではないかと思

います。活動を続けられている方もいらっしゃいますので、新しい形を

まだ模索中です。 

・こども会の良さというのを学校で説明する機会もあまりないと思いま

す。今お話ししたように、縦割り社会の中で生きる子供たちが学ぶ場で

もある。いろいろな体験学習もできるし、親同士の子育ての会話も充実

してきます。一人で悩むよりは同じ地区に住むこども会の親同士が話し

合って問題が解決できる場合もあります。一概にこども食堂に移転する

ことなしに、学校単位でまだ存続しているところもあるでしょう、それ

を充実しながら実践発表したり、横に広げていくというような形にして

ください。自然消滅を待っているだけではもったいないと思います。 

・おっしゃるとおりだと思います。ただ、繰り返しで申し訳ありませんが、

今までどおりの形では難しいと思います。今は御承知のとおり、学校や

地域と連携して、地域の方や保護者の方と学校でいろいろな催しをして
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いただいたりする事業も進んでおりますので、そういったものに、こど

も会に今まで携わってきていただいた方に参加していただけるような

方法がないかを今後考えていきたいと思います。こども会自体がなくな

っていいというのではなく、何とか形を変えてでも存続していける方法

を探していければと思います。 

・当然なくすということではなく、活動を理解していただく場を持ったり、

学校で説明したりする努力も必要だと思います。社会教育の大切さはこ

ども会の部分もあるというのを保護者に認識していただきたいです。メ

リットはいっぱいあると思うので。 

・今、中学校では文化祭が行われておりまして、先週とある中学校の合唱

コンクールの審査に行ってまいりました。現状を御報告すると、今まで

上級生の合唱を聞いたことがないという声がたくさんあったので、生徒

は全ての学年の合唱を聞くことができました。ただ、新型コロナウイル

ス感染症は収束しているとはいえ、まだ心配があるので、保護者は学年

ごとに総入れ替えをして、合唱のすばらしさを伝えながらいかに安全を

確保するかということで工夫をしておられました。男の子は声がなかな

か出ないという悩みがあるわけですが、混声３部４部で本当に良い低音

を響かせていて、随分伸び伸びと合唱をしていらっしゃいましたので、

音楽関係はコロナ禍といえども先生たちがうまく努力をして乗り切っ

ているなと感じました。それから不登校の子供など各学校でいろいろと

聞いているので様子をうかがうと、日頃学校に来れない子は練習してい

ないので歌えないですけど、そわそわしながらでも一応ステージに立っ

て、クラスの連帯感というのを味わっていたようです。教育センターも

そうですけど、現場の先生方も朝から連れに行ったりして努力をされて

いるなと感じました。 

・もう一点、文化スポーツ課の行事で 11 月５日と６日に錦帯橋芸術祭が

行われます。「錦帯橋上で市歌を歌おう」もありますが、この時に併せ

ていろんな催し物があります。岩国徴古館、岩国シロヘビの館、美術館

３館の計５館でスタンプラリーがありまして、スタンプを集めると景品

がもらえます。岩国の文化や歴史に触れる良い機会ですので、ぜひ参加

をしていただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

・民間の館にも協力していただきまして景品を配っていただけるというこ

とです。スタンプラリーにつきましては 11 月 27 日まであり、全館回れ

ますので、一部の館は入館料が有料ですが、割引もありますのでぜひ参

加していただけたらと思います。 

・館を身近に感じる良い機会だと思います。各支所長には錦帯橋芸術祭の

ポスターをお配りするので、宣伝をしていただけたらと思います。 

・タブレット端末の使用が定着していると思いますが、それに伴って子供

たちの視力の低下はどうですか。気になっています。 
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・議会でもそのような質問をいただきましたので、岩国市の現状を調べて

みたのですが、タブレットの使用との因果関係は現在確認できていませ

ん。比較的岩国市の子供は全国的に見ると視力が良い方ですが、今後や

はりスマホやゲームやタブレットなど様々なＩＣＴの機器があります

ので、注視していく必要があると思っております。 

・よろしくお願いします。 

・同じくタブレット端末の件ですが、先日、川下中学校でタブレットによ

る試験があったと聞きました。これは市内の全小・中学校でされたんで

すか。過去に、ネットでカンニングの例が大学入試であったりして、外

部の人間が問題を受け取って回答したりするようなこともありました。

不正行為はありませんでしたか。あとはタブレットで試験を行う際の学

校に来ない生徒に対しての対応を教えてください。 

・こちらは県教育委員会が行っている「学力定着状況確認問題」というも

ので、昨年度までは紙で配って子供たちが回答するという形で行ってお

りましたが、今年度からタブレットを使って回答という形になりまし

た。小学校５・６年生、中学校１・２年生を対象としまして、小学校で

は国語・算数、中学校では国語・数学・英語で実施されます。期間を設

けて学校の都合のいい日に設定して行うもので、今現在まだ行っていな

い学校もありますが、特に不正があったという話は聞いておりません。

いろんな画面に飛んで調べることは全くできないような仕組みになっ

ております。先日も教育長が、他市ではノートパソコンを使っていて隣

の画面が見えてしまうので、そのような部分での不正があるのではない

かと心配されておられましたが、岩国市では全てタブレットを使用して

おりますので大丈夫です。先ほど申し上げましたように、一定期間を設

けて実施をしますので、不登校の子供でも 11 月 10 日くらいまで実施が

可能です。 

・別にないようでしたら、以上で報告第 14 号を終わります。 

・本日の議題は以上でございます。それでは、次回の教育委員会会議の日

程について、事務局からお願いします。 

・次回の定例会は令和４年 11 月 18 日金曜日、本庁２階 特別会議室にて

14 時から所属長会議を、14 時 30 分から教育委員会会議を開催いたしま

す。 

・これをもちまして、令和４年第 11 回岩国市教育委員会会議を終了しま

す。  
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岩国市教育委員会会議規則第 16 条の規定により署名する。 

 

 

 

 

教育長  守山 敏晴                              

 

教育委員 廣田 登志子                        

 

教育委員 渡邉 博明 


